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ご挨拶　「世界を視野に　地域から始めよう」
　宮崎大学は平成28年4月から教育学部、医学部、工学部、農学部、および地域資源創成学部の5学部で新たに出発します。従来の4学
部に加えて地域資源創成学部が加わります。新学部は人文・社会科学と農学・工学分野を融合した新しい学問分野です。文系・理系の
指導教員を配置して地域の資源を捉える能力と社会での実践能力を備えるための教育を行います。
　大学は今、機能別分化と個性化が求められています。即ち宮崎大学らしさが求められています。「世界を視野に、地域から始めよう」
はまさにこのことを表しています。
　宮崎大学の機能別分化と個性化の特色は農学工学総合研究科博士後期課程、教職大学院、医学獣医学総合研究科などの設置にも
表れています。異なる学問分野が融合した独特の研究と教育そして地域のニーズとの連携が築かれています。生命科学、環境科学、食
の科学、エネルギー科学など本学の特色を示す研究が進み、宮崎大学らしさが発揮されつつあります。
　宮崎大学型若手研究リーダー育成モデルは高い外部評価を受けながら進行しています。トロイカ方式の独特の指導体制をしき、優
れた成果を上げた研究者にはテニュア教員への採用につながる制度です。
　今年度からは新たに女性活躍・人財育成担当理事を設け、学生や職員を含む本学機能の全域にわたり女性の活躍が一層推進するよ
うに期待しています。
　大学の果たすべき役割は教育、研究、社会貢献であることは明らかです。
　本学のCOC(Center of Community)の事業は、各学部が協力して継続的な成果を上げており、この度COCプラスに採択されました。
県内の大学等とも連携して更に拡充していきます。医学部附属病院でも地域総合医療の実践的な教育と地域の医療貢献が進行中です。
　宮崎大学は地域社会に根付き、地球規模で自らを考えてグローバルに動くことのできる人材を育成して社会に輩出し、輝き続ける大
学でありたいと日々取り組んでいます。

宮崎大学長

池 ノ 上　　克
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　人類の英知の結晶としての学術・文化・技術に関する知的遺産の継承と発展、深奥な学理の探究を目指します。また、変動する時代
及び社会の多様な要請に応え得る人材の育成を使命とします。更に、地域社会の学術・文化の発展と住民の福利に貢献します。特に、
人類の福祉と繁栄に資する学際的な生命科学を創造するとともに、生命を育んできた地球環境の保全のための科学を志向します。

　宮崎大学は宮崎高等農林学校、宮崎
県尋常師範学校、宮崎県高等工業学校
から1949年に設立されました。一方、
宮崎医科大学は1974年に設立されま
した。2003年10月には宮崎大学と宮崎
医科大学が統合し、教育文化学部、医学
部、工学部、農学部の4つの学部からな
る新宮崎大学を創設しました。2004年
4月には国立大学法人宮崎大学になり、
さらに2016年には教育文化学部が教
育学部となり、地域資源創成学部が新
たに設置されました。

　宮崎大学の頭文字「宮」をモチーフとして図案化し、さらにそれを擬人化したシンボルマークです。白い丸は、だんだん拡大される宮
崎大学のイメージをあらわし、緑色の中の二つの丸は、統合した宮崎大学と宮崎医科大学を象徴するものとしてデザインしました。
　さらに、図形は、躍動する若人の姿と全体の円を地球としてとらえたグローバルにはばたく姿も表現しています。
　また、緑（グリーン）と青（ブルー）の2色は、自然豊かな宮崎の木々の緑と澄んだ空と海の青をイメージし、宮崎という地域にある
本学のスクールカラーにふさわしい色として採用しました。

宮崎県尋常師範学校

宮崎県高等農林学校

宮崎県高等工業学校

1884

1924

宮崎医科大学

1974

1944

2004

1949

2003

農学部工学部学芸学部

宮崎大学

農学部 医学部工学部教育文化学部

宮崎大学

国立大学法人　宮崎大学

2016

農学部 医学部工学部教育学部 地域資源創成
学部

国立大学法人　宮崎大学

大学の理念・目的（基本的な目標）

シンボルマークについて

沿　革
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監査課

企画総務部

財務部

施設環境部事務局

学生支援部

研究国際部

教育学部

附属教育協働開発センター

附属幼稚園

附属小学校

附属中学校

医学部学部

附属病院

工学部

農学部

附属フィールド科学教育研究センター

附属動物病院

附属農業博物館

教育学研究科

看護学研究科

工学研究科

農学研究科

医学獣医学総合研究科

農学工学総合研究科

畜産別科

情報基盤センター

別科

附属図書館

産学・地域連携センター

教育・学生支援センター

フロンティア科学実験総合センター

国際連携センター

産業動物防疫リサーチセンター

語学教育センター

IR推進センター

安全衛生保健センター

情報統括機構

地域資源創成学部

障がい学生支援室

工学教育研究部

基礎教育部

宮崎大学

経営協議会

学　長

理　事

役員会

教育研究評議会

国立大学法人　宮崎大学

大学院
監　事

機構図
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人間性の教育

専門性の教育

社会性・国際性の教育

宮崎大学の教育方針

●高い倫理性と責任感を育むとともに、幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する。

●生命や環境保全の科学に親しむとともに、広く自然や社会に触れ、現場から学ぶ態度を育成する。

●柔軟で論理的な思考力を育成するとともに、日本語による記述・発表の能力や外国語によるコミュニケーション能力を育成する。

●新たな知の創造につながる専門教育を実施し、総合的判断力を育成する。

宮崎大学では、求める学生像に示す意欲と能力を持った人を国内外から積極的に受け入れます。

本学の教育理念に共感し、明確な目的意識を持ち自ら考え行
動できる学習意欲の高い人

求める学生像に沿って、多様な入試方法により多面的・総合的
に選抜する。

本学の学修に充分対応できる基礎学力や基礎技能を有する人

客観的で透明性のある方法によって、公平に選抜する。　

各授業科目について、到達目標、授業計画、成績評価基準・方法を
明確にし、周知する。

学位授与方針に基づく学生の学習過程を重視し、在学中の学習成
果の全体を評価する。

主体的に考える力を育成するために、アクティブラーニング（双方向型授業、グル
ープワーク、発表など）を積極的に取り入れるなど授業形態、指導方法を工夫する。

専門知識をもって地域や国際社会で活躍したいと考えている人

●社会の多様な要請に対応して、社会の発展に積極的に貢献できる課題解決能力を育成する

●それぞれの専門分野に関する基礎的知識を修得し、それらを応用できる能力を育成するとともに、専門分野への深い興味を育み、課題
　探求および解決能力、自発的に学習する能力を育成する。

教育理念

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）

宮崎大学では、その教育理念に基づき、幅広く深い教養と専門性を修得し、豊かな人間性と高い倫理性を身に付けた人材を養成するため、教育文化学部、医学部、工学部、農学部を置
き、以下の方針に基づいて教育課程を編成・実施します。

幅広く深い教養と基本的な学習能力の獲得のため、すべての学生
が履修する基礎教育カリキュラムとして、導入科目（大学教育入門
セミナー、情報・数量スキル、外国語コミュニケーション、保健体
育）、課題発見科目（専門教育入門セミナー、環境と生命、現代社会
の課題）と学士力発展科目を設置する。

アドミッション・ポリシー（入学者受入・選抜の方針）

基礎教育カリキュラムの履修を通して身につける、基本的な学習能
力、人類の文化、社会、自然に対する理解、及び社会人としてふさわ
しい教養と人間性

多様な授業形態や、卒業研究等を通して身に付ける知識、汎用的技
能（コミュニケーション能力、情報リテラシー、論理的思考力、問題
解決力）、態度（自己管理力、チームワーク、リーダーシップ、市民と
しての社会的責任、倫理観、生涯学習力）、及び国際性

学科・課程・専攻における体系的学習と専攻分野を横断する学際的
学習を通して身に付ける、社会の多様な課題を探求し解決する能力

獲得した知識や技能を統合し、課題の解決と新たな価値の創造に
つなげていく能力や態度を育成するために、卒業研究等の科目を
設置する。

専門的な方法論と知識を体系的に学ぶために、学科・課程専門科目
を設置する。

専攻分野を超えて学際的な視点を養う科目を設置する。

成績評価基準に基づき、厳格な評価を行う。

宮崎大学では、以下の素養を身に付けるとともに、所定の期間在籍し、基準となる単位を修得した学生に、卒業を認定し、学位（学士号）を授与します。

宮崎大学の教育戦略



（As of May 1, 2015）Graduate

Education
Medicine & Nursing Science*
Engineering
Agriculture
Medicine and Veterinary Medicine**
Agriculture and Engineering***
Veterinary Sciences****
Total

36
10
134
68
8

256

Graduate Schools Master's Course
New Students

Enrollment Limit Current Enrollment
Doctoral Course
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宮崎大学は、現代社会が直面す
る医学、農学、高額、人文社会学
等の分野の諸問題に取り組み、
独創的、萌芽的、学際的あるいは
融合的研究によって得られた成
果を基盤に、人類・社会の持続的
発展に寄与する。

研究目標

上記の目標を達成するために、生
命科学を基盤とし、環境・食・エ
ネルギーを加えた４つを本学の
重点研究分野とし、学部、学科及
び各センターがそれぞれの枠を
超えて連携融合して研究する。ま
た、それぞれの研究分野に関わ
る人的充実を図り、全学的な組
織で推進する。

研究戦略

宮崎大学の研究戦略・推進体制

President

1

Auditors

2

Executive
Directors

5

Professors

183

Associate
Professors

183

Senior
Assistant
Professors

56

Assistant
Professors

239

Research
Associates

2

School
Teachers

65

Administrative
Staff

1,125

Total

（As of May 1, 2015）

（As of May 1, 2015）Undergraduate

1,861

Education & Culture
Medicine
Engineering
Agriculture
Total

230
170
370
265

1,035

Faculties Current Enrollment
New Students

Enrollment Limit

72
20
268
136
16

512

Total

23
16

39

New Students

92
48

140

Total
68
32
271
131
31

533

Master's Course

23

138
74
1

236

Doctoral Course

68
55
271
131
169
74
1

769

Total

920
900

1,480
1,120
4,420

990
931

1,648
1,170
4,739

Total

宮崎大学の研究戦略

宮崎大学における研究戦略（生命・環境・食・エネルギー）
UoM research Strategies （Life Sciences, Food Sciences, Energy）

宮崎大学における研究推進体制
UoM Research Promotion System

学長

【研究戦略タスクフォース】[Research Strategies Task Force]

学長戦略企画室
UoM President President’s Strategic Planning Office

連携
cooperation

支援
Support

研究・企画担当理事
Research and Planning Director

研究・企画担当理事が、研究戦略に関わる領域の研究者を宮崎大学における学
術研究活動のリサーチ・コーディネーターとして部局にとらわれずに選任し、
重点分野を中心とした戦略的研究プロジェクトの企画、外部資金獲得、研究基
盤の整備、研究成果の社会還元等を推進する。

地域に優位性のある農水畜産物の生産から加工、流通、販売
に至るプロセスを強化・拡大するための基礎・応用研究や食
品の機能性や安全性に関わる研究、あるいは産業動物の国際
的防疫に関する研究を通して、地域産業の活性化あるいは人
類の食糧資源の持続的確保に貢献する。

We are conducting fundamental 
and applied research that can 
contribute to strengthening and 
expanding the overall process of 
handling, distributing, and selling 
the abundant agricultural and 
livestock resources of Miyazaki 
Prefecture, as well as research 
on the functionality and safety 
of food products, whi le also 
researching ways to prevent the 
global outbreak of l ivestock 
diseases. In these ways, UoM is 
helping to revitalize local industry 
and secure a sustainable supply 
of human and natural resources.

太陽エネルギーやバイオマスなどの再生可能エネルギーの
変換・流通、蓄電・蓄熱、省エネルギー、および革新的なエネ
ルギー高度利用など、再生可能エネルギーの普及を図る研
究開発を通して、持続可能な低酸素社会の実現に貢献する。

We are contributing to a low-carbon, sustainable society through research 
that aims to expand the use of renewable energy, including such topics as 
the conversion, distribution, storage, and improved efficiency of solar 
power, biomass, and other types of renewable energy, as well as the 
increased use of innovative energy sources.

地球環境に関する幅広い専門領域を連結し、
生物種や遺伝子それぞれのレベルでの生物
多様性保全、海洋、森林、里地などでの生態系
保全の研究、自然災害に対する防災・減災、水
資源浄化やリサイクルなど資源環境型社会
を実現するための研究を通して、持続的な自
然環境の保全に貢献する。

We are contributing to sustainable environmental conservation through 
research activities involving a wide range of disciplines, including research 
at the species and genetic level on how to maintain bio-diversity; studies 
on persevering natural habitats in oceans, woodlands, and  how to 
maintain the diversity of marine, forest, and mountain habitats; and 
research on preventing natural disasters and safeguarding environmental 
resources through such measures as water purification and recycling.

生命現象を遺伝子や細胞レベルでミクロな視点から、個体や集団レベル
でのマクロ的な視点まで幅広く捉え、その基礎研究成果をトランス
レーショナルリサーチや医学・高額・農学が連携した応用融合
研究（福祉機器や生体材料等の開発等）へ発展させ、その成
果を人類の生存や社会の発展へ還元する。

We are engaged in research to grasp organic 
phenomena at both the micro-level of genetics 
and cells as well as the macro-level of individual 
organisms and groups, and use the results of 
that research to develop translational research 
as well as integrated applied research that 
combines the fields of medicine, engineering, 
and agriculture, thereby making a positive 
contribution to humanity and society.

The Research & Planning Director is in charge of selecting researchers involved 
in the four key research areas from the university’s various faculties and centers 
to serve as “research coordinators” in charge of tasks that include planning, 
securement of outside funds, preparing research facilities, and social diffusion 
of research results. 

フロンティア科学実験総合センター
Frontier Science Research Center

産業動物防疫リサーチセンター
Center for Animal Disease Control

産学・地域連携センター
Center for Collaborative Research
and Community Cooperation

国際連携センター
Center for International Relations

テニュアトラック推進機構
Organization for Promotion of Tenure Track

清花アテナ男女共同参画推進室
Kiyohana Athena Support Office

キャリアパス支援室
Career Support Office

【研究国際部】
[Research Assistance
 and International
 Affairs Dept.]

●研 究 推 進 課：

●産学・地域連携課：

●国 際 連 携 課：

外部資金（研究費等）に関する情報収集・申請等

地域・企業との共同研究に関する情報収集・支援

海外との共同研究等に関する情報収集・支援

Research Promotion Center : Information gathering and applications for outside funds (research funding, etc.)

Section for Collaborative Research and Community Cooperation ： Information gathering and support for joint regional and business research

Global Support Office : Information gathering and support for joint research overseas 

基盤・応用

生命科学
Life Sciences

Fundamental & Applied 食の科学
Food Science

再生可能
エネルギー
Renewable Energy

自然環境保全
Environmental
Conservation
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教育学部
http://www.miyazaki-u.ac.jp/educul/educul.html/e/index.html

　教育学研究科（修士課程）には、教職実践開発専攻と学校教育支援専攻の2専攻を設けています。
　教職実践開発専攻は、学校教育に関する高度の理論、実践力及び応用力を身に付けたスクールリーダーや中堅教員、力量のある新人
教員を養成することを目的としています。
　学校教育支援専攻には、教育臨床心理専修と日本語支援教育専修があり、教育臨床心理専修では、教育心理学や特別支援教育、臨床
心理学など、障害のある児童生徒や、メンタルヘルスの問題を抱える児童生徒に対する教育・支援の専門家の養成を行います。日本語
支援教育専修では、外国人児童生徒や海外からの帰国児童生徒などの日本語支援教育の専門家の養成を行います。

教育学研究科

学校教育支援専攻

教職実践開発専攻

教育臨床心理専修

日本語支援教育専修

　教育学部では、新しい時代を切り拓き、子どもたちの成長を支え続けることのできる小学校・中学校・幼稚園・特別支援学校などの先
生を養成します。したがって、各コースの教育を受けるにふさわしい基礎学力を備えるとともに、子どもや地域社会、教科の指導、人間
への理解に関心の高い人を受け入れるために、多様な入学者選抜を行います。
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医 学 部
http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/home/english/

　看護学研究科は、変化する地域社会及び複雑化する社会情勢のニーズ、拡大・専門化する看護学及び看護学教育の必要性から、学部
教育を基に更なる能力開発と同時に保健医療福祉の現場で広く活躍できる看護研究者・教育者・実践者・指導者を育成することを目的
としています。研究者育成コース及び実践看護者育成コースの２つのコースを設置し、実践看護者育成コースには助産師免許受験資
格を得るコースも設置しています。

看護学研究科

看護学専攻
研究者育成コース

実践看護者育成コース

　医学部は、昭和49年に設立された宮崎医科大学を前身とし、平成15年10月に宮崎大学と統合し、宮崎大学医学部となりました。
　医学部は、「地域における医学・医療の中心的な役割を果たすと同時に、進歩した医学・看護学を修得せしめ、人命尊重を第一義とし、
医の倫理に徹した人格高潔な医師、医学研究者、看護職者及び看護学研究者を育成し、国内外の医学及び看護学の水準向上と社会福祉
に貢献すること」を使命としています。



工 学 部
http://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/engineering_e.html

　工学研究科は、宮崎地域における高度な工学的学術の教育・研究機関として、高度で専門的な科学技術者を育成するとともに、学術
研究を推進しており、多くの学生を社会に送り出しています。また、外国人留学生のために英語で講義を実施するダブルディグリープ
ログラムを実施するとともに、留学生特別プログラムを開設するなど、国際貢献を進めています。

工学研究科

環境系コース

エネルギー系コース

機械・情報系コース

　工学部は、“宮崎に根ざし、世界に目を向けた工学部”を目標に、今後ますます進展する高度な科学技術に挑戦し、創造することがで
きる人材の育成につとめ、国際的にも評価される質の高い学術研究活動を進めています。さらに、地域産業の発展を推進することによ
り、地域社会に知的な貢献をすることにつとめています。平成24年4月に本学部では改組を実施し、新しい7学科の連携協力による教
育・研究分野の高度化、学際化、総合化を推し進め、21世紀の地球環境と共生できる科学技術の創造と、それを担う人間性豊かな人材
の育成を目指します。
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農 学 部
http://www.agr.miyazaki-u.ac.jp/english/index.html

　平成26年度に従来の5専攻を改組し、新たに農学専攻（1専攻6コース）を設置しました。農学専攻では、学部教育の専門性をさらに
深化させ、国内外の食料、環境、資源及び生命に関する問題点を解決し、自然環境と調和のとれた持続的生産社会の創造に貢献できる
とともに、農学に関する高度な専門知識と応用能力を有する国際色豊かな高度専門技術者及び研究者の育成を目指します。

農学研究科

植物生産環境科学コース

森林緑地環境科学コース

応用生物科学コース

海洋生物環境科学コース

畜産草地科学コース

農学国際コース※

　21世紀の農学の使命は、わたしたち人類の生存と他の生物との共存・共生を図りながら、有用な生物資源の生産・開発・利用を行う
ことによって、地球規模での食料問題と環境危機を克服することです。日本の食料生産基地に位置し、今日までの農業発展に貢献して
きた宮崎大学農学部は、「食料・環境・生命問題の解決」と「平和で潤いのある地域社会の構築」という人類共通の目標を掲げています。
今後、日本だけでなく、アジア、アフリカ、中南米など世界の農業発展に向けての一層の学術貢献と、主体性と創造性に富んだ個性豊か
な人材を輩出する責務が果たせると信じています。
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※In principle, each course curriculum is conducted entirely in English
※コースのカリキュラムを原則全て英語で実施
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地域資源創成学部
http://www.regional-innovation.miyazaki-u.ac.jp/

　地域資源創成学部（略称「地域学部」）は、地域の持続的発展に資するべく2016年に開設されました。地域学部には、宮崎大学の強み

や今まで積み上げてきた知見及び専門性を踏まえ、地域および産業づくりを担っていくことができる人材養成について強い期待が寄

せられています。

　地域学部は、マネジメントの知識・技能を得る教育アプローチを重視します。学生は、マネジメント力を強化する科目を学びますが、

その際、地域に存在する課題に密接に関係する社会・人文科学、および農学・工学分野を含む多角的な領域の基礎知識も習得します。こ

のアプローチをもって、地域学部は、社会経済的課題（例えば人口減少や地域社会経済の衰退）を解決しつつ持続可能な地域づくりを

包括的にマネジメントでき、地域資源を理解し利活用しつつ地域産業やビジネス上において、革新的な価値を創出できる地域創成人

材を輩出することを目的とします。

　地域学部の学生は、基礎教育科目に加え、マネジメントコア、マネジメントアドバンスト科目を履修することで、基盤となるマネジ

メントの専門知識（マネジメント、マーケティング、会計等）を習得します。また、地域学部は、企業マネジメント、地域産業創出、地域創

造という3つのコースを提供し、学生が希望する分野における習得機会をより多くとることができるようにしています。学生は、就業

上の目的に応じ、これらのコースから一つを選択できます。加えて、国内外の企業や行政機関でのインターンシップや地域社会や企業

における継続的実習機会など、実務者とともに実践する実践的な学習機会も設けています。

　また、英語で論理的にコミュニケーションを行い、交渉で成功するための能力を養成するために、カリキュラムに事業活動で使える

英語を含めています。
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医学獣医学総合研究科
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ijudaigakuin/en_index.html

　医学獣医学総合研究科では、高度専門職業人としての医師若しくは獣医師及び各分野での研究者が、将来医学獣医学の研究者・教育
者を目指すための博士課程と、生命科学に関する広範な知識を学び、高度な研究マインドに裏打ちされた質の高い医療関連技師や研
究者及び臨床倫理コンサルタントの養成を目指す修士課程を設置しています。

医学獣医学専攻
高度臨床医育成コース

高度獣医師育成コース

研究者育成コース

医学獣医科学専攻
生命科学研究者育成コース

高度医療関連技師・サービス
イノベーション人材養成コース

生命倫理コーディネーターコース

農学工学総合研究科
http://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/agr_eng/english/index.html

　農学工学総合研究科は、農学と工学の学問的背景と連携協力の実績を踏まえて、農学と工学が連携・融合した教育研究領域の深化を
図り、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研究能力を備え、技術・知識基盤社会の形成に資する高度専門技術者の養成を目指
します。

資源環境科学専攻

環境共生科学教育コース

持続生産科学教育コース

生物機能応用科学専攻

生命機能科学教育コース

水域生物科学教育コース

物質・情報工学専攻

新材料エネルギー工学教育コース
生産工学教育コース
数理情報工学教育コース
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　医学部付属病院は、1977年に開設され、総病床数632を有する宮崎県における中核的医療機関です。1994年には特定機能病院の指定、
2008年には都道府県がん診療連携拠点病院の認定を受け、2012年には救命救急センターの設置及びドクターヘリの運航を開始し、最新
の高度な医療を提供しています。

http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/home/hospital/for-foreigners/

　産学・地域連携センターは、大学と学外機関との共同研究のコーディネートならびに支援や公開講座を実施する「産学・地域連携部門」、
本学における特許等の知的財産の創出と活用を行う「知的財産部門」、および各種機器分析試験に応える「機器分析支援部門」の３部門か
らなります。本学の産学・地域連携活動の窓口として、産業界ならびに地域社会の振興に貢献します。

　附属図書館は、本館（木花キャンパス）と医学分館（清武キャンパス）から構成されています。附属図書館は長年にわたって、蔵書（約63万冊）
を蓄積するとともに、近年はインターネットを介しての電子ジャーナルや学術情報リポジトリによる情報提供体制を整えています。

http://www.lib.miyazaki-u.ac.jp/?lang=english

　教育・学生支援センターは、大学教育の在り方に関わる研究を中心に大学教育の質の向上、学習環境の充実及びFDを推進する教育企画
事業と、課外活動、生活支援及びキャリア支援に関する学生支援事業を推進しています。

　フロンティア科学実験総合センターは、「生理活性物質研究部門」、「ゲノム生命環境科学研究部門」、「開放系栽培研究ほ場安全管理部
門」及び「実験支援部門」の4部門で構成されます。本センターは微生物ゲノムの解析研究や生理活性ペプチドの探索と機能解明など、宮崎
大学における先端的な生命科学研究を推進するとともに、生物資源、遺伝資源、分子形態・機能解析、RIの4分野から構成される実験支援部
門を通じて、学内の教育・研究活動に対する幅広い支援を行っています。
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　語学教育センターは、関係部局と連携し、基礎教育と専門分野を含めた語学教育の企画・立案・実施及び語学教育方法の研究・開発を主
体的に推進することにより、海外企業、国際機関等での活躍を可能とする実践的な語学力の向上を図るとともに、海外からの受入留学生
に対して、本学での円滑な学習活動を可能とするための日本語教育を行います。

　安全衛生保健センターは、急病やけがの応急処置をはじめ、生活習慣病に対するアドバイスや心理・精神的な問題に対するカウンセリ
ング等を行っています。また、実験・研究中や作業中の事故を防止するための啓発活動や各種安全マニュアルの策定等も行っています。

　障がい学生支援室では、障がいのある学生一人ひとりに必要なサポートを、所属学部の教員等と一緒に考え、提供していきます。
　また、障がいのある学生への修学・学生生活支援が円滑に行われるように、サポートスタッフ、学部担当者、授業担当教員等との連携や
コーディネイトの役割を担います。

　情報基盤センターは、大学全体の情報施策の立案・策定、点検・検証及び情報ネットワーク、情報基盤、情報システムの整備、運用管理を
行うとともに、情報利用者支援と情報セキュリティの向上を目指します。情報基盤センターは、「情報基盤部門」、「利用者支援部門」で構成
され、「情報基盤部門」は主に情報ネットワーク及び情報システムの整備、運用管理、「利用者支援部門」は主に利用者支援を行います。

　IR推進センターは、宮崎大学における教育・研究・社会貢献・大学経営等に関する情報を利用しやすい形で蓄積し、それらを的確かつ適
切に整理・分析して大学構成員に提供し、大学の目標・計画、運営方針の策定及び意思決定を支援することを目的に設置された組織です。
　宮崎大学学生の学務・就職等の情報を分析して、学生のフォローアップ体制を改善したり、宮崎大学教員の教育力・研究力に関する情報
を蓄積・分析して、社会貢献のための方策策定に利用するなど、様々な視点から宮崎大学の教育・研究・社会貢献活動を活発にするための
業務を行っています。

　産業動物防疫リサーチセンターは、2011年10月に国際水準の産業動物に関する教育・研究体制の確立を目指して設置されました。
活動内容
　①新興感染症および越境性感染症に対する防疫戦略の策定
　②疫学手法、感染症制御に関する開発研究
　③重要な家畜伝染病の新たな診断法開発に関する先端的研究
　④産業動物防疫に関するグローバル人材育成教育プログラムの開発
　⑤家畜生産基盤の強化に基づく持続的産業動物生産戦略の策定
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　宮崎大学は、「世界を視野に　地域から始めよう」のスローガンのもと、国
際事業として①学術交流（研究者交流）、②学生交流、③国際協力（途上国支
援）、④地域の国際化への貢献の4つの柱を据え、世界各国の大学等と活発な
交流を展開しています。
　宮崎大学の国際事業を担当する国際連携センターは「国際協力部門」と
「留学生支援部門」から成り、国際協力部門では保健医療、アジア砒素汚染対
策、農業開発の各分野を、留学生支援部門は、日本語日本事情・多言語教育、
国際広報、学生プログラム、生活指導の各分野を担当しています。
　また、国際連携センターでは、外国人研究者と外国人留学生に対するワン
ストップサービスを実施しています。

国際連携センター

　宮崎大学は2014年4月にキャンパス内にイスラーム文化研究交流棟を設置しました。
宮崎大学の留学生のうち約1／3の学生はイスラム圏の学生であり、これらの学生から
の要望により、交流棟は設置されました。交流棟はイスラーム文化に関する文化、教育、
研究活動に利用されています。

イスラーム文化研究交流棟

　宮崎大学は下記の海外拠点を設置し、本学と各大学との学術交流・
学生交流を積極的に支援しています。
　・マランオフィス（ブラウィジャヤ大学内（インドネシア））
　・バンコクオフィス（カセサート大学内（タイ））
　・ジョグジャカルタオフィス（ガジャマダ大学内（インドネシア））
　・ヤンゴンオフィス（ヤンゴンコンピュータ大学内（ミャンマー））
　・ハノイオフィス（ベトナム国立農業大学内（ベトナム））

海外オフィス
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　宮崎大学では、1994年度に外国人留学生・研究者等向けの国際交流宿舎を整備し、留学生等の受入体制を整えています。2014年度には

清武キャンパス内に50人、翌2015年度には木花キャンパス内に31人が入居可能な留学生宿舎を整備し、これまでより81名多く宿舎に入

居できるようにしました。また、新設した二つの宿舎はいずれも、家具・家電が備え付けられており、すぐに勉学に専念できるようにしてお

ります。

国際交流宿舎

　宮崎大学では、過去20年間で1000人以上の留学生を受け入れてきました。彼らは、母国に帰国した後、要職について活躍するケースも

多く、卒業した留学生のネットワークを強化していくことも重要となります。そこで、2014年6月に台湾で、同10月にはインドネシアで留

学生同窓会を設立し、海外ネットワークの強化を図っています。

留学生同窓会
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Concluded

（As of March, 2016）

Country / RegionInstitution

Engineering

Agriculture

CADIC

Library

University
Level

Agriculture
& CADIC

Concluded

（As of March, 2016）

Country / RegionInstitution

University
Level

Agriculture

Engineering

Agriculture
& CADIC

Sent
2014Country / RegionInstitution

Medicine

1
18
10
16
2
19
13
1
8
6
1
4
99

Shanghai Jiao Tong University
Prince of Songkla University
Kasetsart University
Brawijaya University
Kainan University
Soochow University
Sunchon National University
Busan University of Foreign Studies
Pukyong National University
University of California, Ivine
Kansa State University
University of Cagliari
　　　　　　　　　　Total

China
Thailand
Thailand
Indonesia
Taiwan
Taiwan
Korea
Korea
Korea
U.S.A
U.S.A
Italy

Medicine

1986
1995
1996
2004
2005
2005
2005
2005
2005
2006
2007
2008
2008
2009

2010

2010
2011
2011
2011
2011
2013
2013
2013
2013
2013
2013
2014
2014
2014

2014

2014
2015

2015

2015
2015
2015
2015
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2005
2005
2015
2014
2015
1997
2007
2007
2006
2008
2012
2013

2014

Evergreen State College
Sunchon National University
Chulalongkorn University
Soochow University
Yeungnam University
Nanjing Agricultural University 
Brawijaya University
Qinghai University
Vietnam National University of Agriculture
Shanghai Jiao Tong University
Hasanuddin University
University of Ljubljana
Kasetsart University
Chonbuk National University
Luiz De Queiroz College of Agriculture,
University of Sao Paulo
Northwest A&F University
King Mongkut's University of Technology
University of Cagliari
National University of Mongolia
Universitas Gadjah Mada 
Kyungpook National University
Changsha University of Science & Technology
Kainan University
Indiana University-Purdye University Fort Wayne
Universiti Putra Malaysia
Kunming Medical University
Dhonburi Rajabhat University
Mongolian National University of Medical Sciences
Benha University
Department of Advanced Science and Technology,
Ministry of Science and Technology
Erciyes University
Pathein University
The University of Toledo, College of Pharmacy
and Pharmaceutical Sciences
Da Yeh University
National Pingtung University of Science and Technology
Indiana University of Pennsylvania
University of Peradeniya
Universitas Airlangga
University of Liège
National Chengchi University
Busan University of Foreign Studies
Pai Chai University
Nong Lam University
University of the Philippines
Infrastructure University Kuala Lumpor Malaysia
Prince of Songkla University
University of California, Irvine
Wenzhou Medical University
University of Riau, Faculty of Engineering
Colleges of Engineering, Chongqing University of Technology
Bogor Agricultural University
Central Luzon State University
China Agricultural University
Faculty of Agriculture, University of Buenos Aires
Mongolian University of Life Sciences
College of Fisheries Sciences, Pukyong National University
Prince of Songkla University 
University of Milano, Department of Health,
Animal Science and Food Safety

U.S.A.
Korea, R.
Thailand
Taiwan
Korea, R.
China
Indonesia
China
Vietnam
China
Indonesia
Slovenia
Thailand
Korea, R.

Brazil

China
Thailand
Italy
Mongolia
Indonesia
Korea, R.
China
Taiwan
U.S.A.
Malaysia
China
Thailand
Mongolia
Egypt

Myanmar

Turkey
Myanmar

U.S.A.

Taiwan
Taiwan
U.S.A.
Sri Lanka
Indonesia
Belgium
Taiwan
Korea, R.
Korea, R.
Vietnam
Philippines
Malaysia
Thailand
U.S.A
China
Indonesia
China
Indonesia
Philippines
China
Argentina
Mongolia
Korea, R.
Thailand

Italy

Yeungnam University
University of Ljubljana
Chulalongkorn University
Sunchon National University
Nanjing Agricultural University 
Kasetsart University
Prince of Songkla University
Hasanuddin University
Shanghai Jiao Tong University
King Mongkut's University of Technology
Brawijaya University
Qinghai University
Vietnam National University of Agriculture
Chonbuk National University
Indian Institute of Technology Kanpur 
Chhatrapati Shahuji  Maharaj Medical University
Luiz De Queiroz College of Agriculture,
University of Sao Paulo
University of Cagliari
Northwest A&F University
National University of Mongolia
Vietnam International Education Development,
Ministry of Education and Training
Universitas Gadjah Mada
Kansas State University
Kyungpook National University
Changsha University of Science & Texhnology
Ministry of Health, Myanmar
Kainan University
Universiti Putra Malaysia
Soochow University
Kunming Medical University
University of Veterinary Science
Dhonburi Rajabhat University
Wenzhou Medical University
Mongolian National University of Medical Sciences
Institute for Water and Environment, under
Vietnam Academy for Water Resources, Ministry
of Agriculture and Rural Development
Department of Advanced Science and Technology,
Ministry of Science and Technology
Department of Disheries, Ministry of Livestock,
Fisheries and Rural Development, The Republic
of the Union of Myanmar
Livestock Breeding and Veterinary Department, Ministry
of Livestock, Fisheries and Rural Development, The
Republic of the Union of Myanmar
Erciyes University
University of the Republic
The University of Toledo, College of Pharmacy
and Pharmaceutical Sciences
Benha University
Pathein University
Da Yeh University
National Pingtung University of Science and Technology
Indiana University of Pennsylvania
University of Peradeniya
Universitas Airlangga
University of Liège
National Chengchi University
Busan University of Foreign Studies
Pai Chai University
Nong Lam University
University of the Philippines
Infrastructure University Kuala Lumpor Malaysia
National Cheng Kung University
Yanbian University
Jan Kochanowski University
University of Melbourne, Faculty of Science and
Melbourne School of Engineering
University of Riau, Faculty of Engineering
Colleges of Engineering, Chongqing University of Technology
Central Luzon State University
Institute of Aquaculture, University of Stirling
Bogor Agricultural University
China Agricultural University
Faculty of Agriculture, University of Buenos Aires
Mongolian University of Life Sciences
College of Fisheries Sciences, Pukyong National University
University of Teramo, Faculty of Veterinary Medicine
National Institute of Animal Health
Canadian Food Inspection Agency 
The Pirbright Institute
Instituto Biológico of Sao Paulo/Paurista Agency of
Agribusiness-Apta/Government of São Paulo
Seoul National University
University of Milano, Department of Health,
Animal Science and Food Safety
Calabria University
Central Library,Tribuvan University

Korea, R.
Slovenia
Thailand
Korea, R.
China
Thailand
Thailand
Indonesia
China
Thailand
Indonesia
China
Vietnam
Korea, R.
India
India

Brazil

Italy
China
Mongolia

Vietnam

Indonesia
U.S.A.
Korea, R.
China
Myanmar
Taiwan
Malaysia
Taiwan
China
Myanmar
Thailand
China
Mongolia
 
Vietnam
  

Myanmar

Myanmar

 
Myanmar
 
Turkey
Uruguay

U.S.A.

Egypt
Myanmar
Taiwan
Taiwan
U.S.A.
Sri Lanka
Indonesia
Belgium
Taiwan
Korea, R.
Korea, R.
Vietnam
Philippines
Malaysia
Taiwan
China
Poland

Australia

Indonesia
China
Philippines
U.K.
Indonesia
China
Argentina
Mongolia
Korea, R.
Italy
Thailand
Canada
England

Brazil

Korea, R.

Italy

Italy
Nepal

1987
1987
1988
1989
1990
1992
1995
1995
1999
1999
2004
2005
2005
2009
2009
2009

2010

2010
2010
2011

2011

2011
2012
2013
2013
2013
2013
2013
2013
2013
2014
2014
2014
2014
 

2014
 

2014
 

2014
 

2014
 

2014
2014

2014

2014
2015
2015
2015
2015
2015
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2001
2003
1993

2013

2014
2015
1988
1990
1992
1994
2001
2003
2012
2013
2014
2014
2014

2015

2016

2014

2014
2008
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（As of May 1, 2015）

13

1

3

5
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U
ndergraduate
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12
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M
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1
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griculture
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1

6
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1

1

1
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1

1
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Japanese G
o
vernm

ent

42

20

12

8

8

1

6

2

5

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

115

Courses

Country & Region

Faculties Financial Sources

P
rivate

4

4

F
o
reign G

o
vernm

ent

42

20

17

10

8

7

7

6

5

2

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

144

To
tal

China

Afghanistan

Indonesia

Vietnam

Korea

Malaysia

Thailand

Bangladesh

Taiwan

Mongolia

U.S.A

Nepal

Myanmar

India

Philippines

Mauritania

Zimbabwe

Syria

Tonga

Slovenia

Tanzania

Guinea

Kenya

U.K

Brazil

Sri Lanka

Total（26）
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（April 1, 2014-March 31, 2015）

Received

Education
and
Culture

Medicine Engineering Agriculture
Center for
Education
and Student
Support

Center for
Collaborative
Research &
Community
Cooperation

Frontier
Science
Research
Center

Center for
International
Relations

Center for
Animal
Disease
Control

Language
Education
Center

IR
TT Total

Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent Received Sent

India

Indonesia

Korea

Cambodia

Singapore

Thailand

Taiwan

China

Pakistan

Bangladesh

Philippines

Vietnam

Malaysia

Myanmar

Mongolia

Afghanistan

Turkey

Uganda

Egypt

Kenya

Senegal

South Africa

Australia

New Zealand

U.S.A

Canada

Brazil

Mexico

U.K.

Italy

Austria

Netherlands

Greece

Switzerland

Spain

Germany

Finland

France

Poland

Sierra Leone

Bulgaria

Liberia

Sweden

Guatemala

Denmark

Argentina

Sri Lanka

Chile

Ireland

Iran

Total（56）
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1
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1

5

2

4
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1

1
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5

3
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3
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3
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1
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1
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5

5
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5
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1

5
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1
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7

1

93

1

1

2

4
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1

6

1
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5

3

1

1
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3
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1
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21

2

49

1

3

5
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1
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1
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1

3

1

3

2

1

1

1

2

15

1

1

2

8

1

2

1

1

1
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1

1

2

1

1

7

2

1

1

1

1

1
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6

7

14

0

0

25

7
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3

3

5

22

0

68

3

1

3

1

8

0

1

0

3

3

13

2

1

0

6

1

0

0

0

2

1

1

0

1

1

1

1

2

1

1

0

0

0

0

0

0

235

2

24

46

2

4

37

27

36

0

1

3

15

9

31

6

0

7

3

2

1

0

1

12

1

122

8

5

3

7

10

8

7

3

3

7

17

2

15

0

0

0

0

1

0

1

1

2

1

2

1

496



　宮崎大学は、世界の約65校の大学と学術交流協定を
結び、学生交流や研究教育に関する協力や交流を行って
います。また、世界28ヶ国、188名の留学生（2015.10.1
現在）が本学で学んでいます。
※留学についてのお問い合わせは
　ryugaku@of.miyazaki-u.ac.jp　まで。
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　日本において大学の教育・研究の基本組織は学部及び大学院です。
　学部及び大学院に在籍する学生を本学では正規生と称していますが、この他にも研究生、科目等履修生等の制度を設け、学問を志す人々
のために便宜をはかっています。
　本学の授業の大部分が日本語で行われるため、入学前に日本語を習得しておくことが望ましいです。
　・日本留学試験の詳細は、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）のホームページ等にて確認してください。
　・日本語能力試験の詳細は、財団法人日本国際教育支援協会（JEES）のホームページ等にて確認してください。

学部生
大学の学部に入学する学生
在学期間：4年間
出願資格：外国において12年間の学校教育を修了した者。
出願方法：（1）独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」（6月と11月のいずれか）を受験する。
　　　　　（2）宮崎大学が実施する「私費外国人留学生入試」（2月）を受験する。

大学院生
特定のテーマについて、指導教員の指導を受けて研究し、「修士」または「博士」の学位取得を目指す大学院生。
在学期間：修士課程2年・博士課程3年（医学獣医学総合研究科は4年）
出願資格：外国において、16年（修士課程）又は18年（博士課程）の学校教育を修了した者。
　※出願資格、方法及び時期については、研究科により異なります。
　※出願には、履歴書、研究計画書、成績証明書、経費支弁能力証明書などが必要です。

研究生
特定のテーマについて、指導教員の指導を受けて研究する学生
研究期間：1月～1年間
　※学位取得及び単位取得を目的としない。
出願資格：大学を卒業した者、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者。
　※出願資格、方法及び時期については、学部により異なります。
　※出願には、履歴書、研究計画書、成績証明書、経費支弁能力証明書などが必要です。

科目等履修生
いくつかの授業科目を選んで受けるパートタイムの学生。
聴講期間：前期・後期もしくは1年間
　※出願には、履歴書、研究計画書、成績証明書、経費支弁能力証明書などが必要です。

　※※研究生・科目等履修生は、週10時間以上研究または聴講することになっています。

Students who are selected by either the embassy or their home university to receive scholarships and flight 
expenses from the Japanese government.

大使館または大学推薦により選考され、日本政府から奨学金や渡航費等の援助をうける留学生。

　日本への留学には、以下の4つの形があり、それぞれ留学経費の手当の仕方や期間が異なります。

Japanese government-funded
国費外国人留学生

Students who receive study expenses from the Malaysian, Indonesian, or other governments to train at Japanese 
language schools or universities.
マレーシア･インドネシアなど各政府の留学経費の負担により、日本語等の予備教育機関及び大学等に受け入れられた留学生

Overseas government-funded
外国政府派遣留学生

All other international students
上記以外の留学生

Privately funded
私費留学生

Students of universities with which UoM has an exchange agreement can study for a semester or more, within one 
year in principle, and obtain credits at UoM. The aim is not to obtain a degree but to experience campus life, 
language, and culture in Japan.

Exchange students

短期留学生
（交換留学生） 主に大学間交流協定等に基づいて母国の大学に在籍し、学位取得を目的とせず、日本の大学等における学習、異文化体験、語学の習得な

どを目的として、概ね1学年以内の1学期又は複数学期、日本の大学等で教育を受けて単位を修得し、又は研究指導を受ける留学生。

日本留学の種類

282,000 yen

 

282,000 yen
 

84,600 yen

28,200 yen

Entrance Fee Tuition

17,000 yen

 

30,000 yen
 

9,800 yen

9,800 yen

Undergraduate Students

 

Graduate School Students
 

Postgraduate Research Students

Auditors

Examination Fee

267,900 yen （each semester）

535,800 yen （yearly）

267,900 yen （each semester）

535,800 yen （yearly）

  29,700 yen （one month）

  14,800 yen （for one credit）
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　宮崎大学では、大学間交流協定校である韓国の順天大学校ならびに嶺南大学校、中国の南
京農業大学、台湾の東呉大学との間で1～2週間程度のプログラムによる学生交流を実施し
ています。

●学生相互交流①：大学間交流協定校

　宮崎大学医学部とタイのプリンスオブソンクラ大学並びに上海交通大学医学院との間
で、医学部のスタッフや学生を対象にした1ヶ月～3ヶ月間の研修プログラムを実施してい
ます。

●学生相互交流②：部局間交流協定校

　宮崎大学は外国人留学生を対象に3週間のサマープログラムを提供しており、ここでは、
①日本語、②日本文化、③ラボ・リサーチの3つのクラスを開講しています。
①日本語クラスは、ビギナー向けの日本語を学ぶクラスです。
②日本文化クラスは、茶道や華道などの日本の伝統的な文化体験や地域の祭りへの参加、遺
　跡の見学や週末のホームステイなどを通して、日本を理解するためのクラスです。
③ラボ・リサーチクラスは、大学院を希望する学部生等を対象に、本学の研究科の教員から
　少人数での講義を受け、ラボラトリーの体験をするクラスです。クラスは主に英語で実施
　され、各研究分野の教員が希望者に応じて開講する形をとっています。（開講されるコー
　ス内容は、本学ホームページで確認して下さい）

●サマープログラム

短期研修プログラムによる学生相互交流

キャンパスライフ～留学生支援～
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　本学の留学生が受給している主な奨学金は次のとおりです。

●奨学金

　本学に入学後、学業成績が優秀で、かつやむを得ない理由によって授業料の支払いが困難な者については、出願があれば選考のうえ、そ
の学期の授業料のうち10万円、20万円又は全額を免除することがあります。（研究生・科目等履修生は免除の対象外です。）

●授業料免除

　大学の寮で暮らす留学生
の1ヶ月の生活費の例です。
アパートに住むと25,000～
45,000円ほど支出が高くな
ります。

●生活費

　学生のけがや病気については、学内にある安全衛生保健センター
にて、医師、カウンセラー、看護師によって、病院と同様の診断・治療
をうけることができます。
病院で受診する場合の個人負担は医療費の30％です。（ただし、国
民健康保険に加入していることが条件です。）

●医療補助
　学生のレベルや目的に応じて、各学期に10の日本語授業と３つ
の日本事情のクラスを開講しています。加えて日本語日常会話クラ
スを留学生およびその家族に対しても行っています。

●日本語・日本事情クラス

　本学の日本人学生から選ばれたチューターが、来日した留学生に
対して、日本語や日本での生活をサポートします。

●チューター制度

　宮崎大学では「外国人学生会（MUFSA）」の活動をサポートして
います。
　また、学外の国際交流活動を行う団体と協力して、地域における
留学生支援を促進するとともに、地域社会の国際理解に貢献してい
ます。（学校訪問、ホームビジット等）

●各種国際交流団体との協力

　宮崎大学では留学生に対
して寮を提供しています。
　また、大学近くの県営お
よび市営住宅、または民間
アパートへの入居も可能で
す。この場合、万一の災害に
対する備えと保証人の負担軽減をする必要があるため、「留学生住宅
総合補償制度」に加入していだだきます。

●宿舎および住宅補償制度

文部科学省奨学金、私費留学生学習奨励費、ロータリー米山記念奨学会奨学金、興南アジア国際奨学財団奨学金、平和中島奨
学金、日揮・実吉奨学会奨学金、川嶋章司記念スカラーシップ基金等

Type of Room Monthly
Rent

Single Rooms

Couples’Rooms

Family Rooms

Kibana Dormitory

Kiyotake Dormitory

International
House

  4,700 yen

 9,500 yen

14,200 yen

24,000 yen

24,000 yen

Lodging（Including expenses for electricity, fuel, and water）
Meals
Mobile phone
Convenience goods
Educational materials
Entertainment
National Health Insurance
Total

Allowance
Part-time job

Total

24,000 yen
20,000 yen
7,000 yen
4,000 yen
5,000 yen
10,000 yen
2,000 yen
72,000 yen

40,000 yen
32,000 yen

72,000 yen

ExpendituresIncome

寄宿寮（光熱水費を含む）
食費
携帯電話代
生活雑費
教材費
娯楽費
国民健康保険
計

仕送り
アルバイト

計

40,000円
32,000円

72,000円

24,000円
20,000円
7,000円
4,000円
5,000円
10,000円
2,000円
72,000円

支　　出収　　入

部屋の種類 寄宿料
単身用

夫婦用

家族用

国際交流宿舎

木花ドミトリー

清武ドミトリー

4,700円

9,500円

14,200円

24,000円

24,000円



essage for Prospective Students 

I still remember October 3rd, 2002, a bright sunny day, when I landed at Miyazaki

Airport with a bag full of clothes and a mind full of doubts and apprehensions. How will I 

manage? Will it be comfortable? Will I be able to make friends? Little did I know that I 

would end up spending the next nine and half years of my life in this beautiful city! 

When I look back at those wonderful years of my life in Miyazaki, I feel how correct my 

decision was to enroll for a PhD in this university. Some of my life's firsts happened in 

Miyazaki. I have made many friends at the University and outside the University. Every 

moment of my stay in this beautiful place is etched in my memories. I started off as a PhD 

student with a Monbukagsho Fellowship under Prof. Yukio lwatsuki, at the Faculty of 

Agriculture. After my graduation in 2006, I moved to the Faculty of Medicine to join Dr. 

Kenmochi's lab as a postdoctoral fellow. I spent the next six years at his lab, learning many 

things and gained recognition in the form of JSPS postdoctoral fellowship, Young 

researcher grants from MEXT, Japan, and University of Miyazaki Strategic Priority Research 

Grants. In 2012, I moved to France and after spending two years there, I joined Nitte 

University in Mangalore, India in 2014. At present, I am working as an Associate Professor 

at the Dept. of Cancer Genetics and Molecular Medicine. 

When I first came to this place, I wasn't sure whether the people of Miyazaki would accept me but I realized very quickly that the 

people of Miyazaki are extremely welcoming of foreigners and they embrace you with big hugs. 

Apart from being a land of clear skies, blue waters, and green forests, with its amazing scenic beauty, Miyazaki is a very comfortable 

city to live in because the city is safe, clean and the cost of living is quite reasonable and not exorbitant like the other big cities in 

Japan. All the faculties in the University are equipped with state-of the-art facilities and resources. I cherish each and every moment of 

my stay in this university and I look forward to every opportunity to be here in this city of warmhearted, kind and generous people. 

— 
®一

Associate P「ofessor
Coordinator 
Nitte University Centre for Science 
Education and Research (NUCSER) 

． 

r 
一

Miyazaki Bank 

The first time I saw the ocean was in Qingdao, China; and the second time was at 

Aoshima in Miyazaki, which is written with the same characters as the Chinese Qingdao. 

The transparency of the ocean remains etched in my memory. I spent an unforgettable 

two-and-a-half years living on campus at the University of Miyazaki, and I am grateful to 

have learned so much from my academic advisor and made so many friends from all over 

the world. UoM provided a special dormitory for overseas students and interesting travel 

opportunities for studying Japanese culture, supported by the warm-hearted staff of the 

Global Support Office (GSO). I appreciated the efforts the University of Miyazaki made for 

us; it really broadened my horizons and gave me a deeper understanding of Japanese society. 

After graduation, I appreciated the people of Miyazaki even more. They are always very 

warm, gentle, and friendly, and they have made me feel accepted and not lonely anymore. I 

was very attracted by the charm of Miyazaki City and decided to stay and work here. I found 

a job at Miyazaki Bank after graduation. I have received so much support from the city and 

people here, and I think it is time that I should give something back. I believe that Miyazaki 

and its citizens have the generosity of spirit to accept foreign students with open arms. 

． 
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1

1

1

6

6

7

7

2

2

8
9

5

5

4

4

3

3

10
11

13

12

14

Faculty of Medicine
医学部

2 University of Miyazaki Hospital
附属病院

3 Frontier Science Research Center
フロンティア科学実験総合センター

4 Administration Building
管理棟

Faculty of Regional Innovation
地域資源創成学部

1 Faculty of Education
教育学部

2 Faculty of Engineering
工学部

3 Faculty of Agriculture
農学部

Center for International Relations
国際連携センター

6 Frontier Science Research Center
フロンティア科学実験総合センター

7 Information Technology Center
情報基盤センター

8 Health Care and Security Center
安全衛生保健センター

9 Administration Bureau
事務局

10 University Hall
大学会館

12 University International House
国際交流宿舎

11 San San Maru Hall
創立330記念交流会館

13 Kibana Dormitory
木花ドミトリー

14 Islamic Center
イスラーム文化研究交流棟

4 University Library
附属図書館

5 Center for Collaborative Research &
Community Cooperation
産学・地域連携センター

5 University Library
附属図書館

6 Guest House
青雲荘

7 Kiyotake Dormitory
清武ドミトリー

Main Gate
正門

Main Gate
正門

Bus Stop
バス停

Bus Stop
バス停

Gymnasium
体育館

Athletic Field
陸上競技場

Monument
慰霊碑

Helicopter
Hangar
ヘリ格納庫

Nurse Dormitory
看護師宿舎

Heliport
ヘリポート

木花
キャンパス

清武
キャンパス

Gymnasium
体育館
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RUSSIA
ロシアCHINA

中国

Seoul
ソウル

Taipei
台北

Shanghai
上海

Beijing
北京

ROK
韓国

TAIWAN
台湾

JAPAN
日本

Hong Kong
香港

　海外から宮崎へ来るには、まず東京、大阪、名古屋、福岡のいず
れかに飛ぶことになります。仁川（インチョン）（韓国）、桃園（タオ
ユァン）（台湾）、香港（ホンコン）から宮崎へは直行便があります。
　宮崎空港から両キャンパスへは車で約15分です。

Tokyo
Nagoya
Osaka
Fukuoka
Seoul
Taipei
Hong Kong

Miyazaki

100 mins
80 mins
70 mins
40 mins
100 mins
130 mins
230 mins

東京（羽田）
名古屋（中部）
大阪（伊丹）
福岡
ソウル
台北
香港

宮　崎

100分
80分
70分
40分
100分
130分
230分

Miyazaki Station
宮崎駅

Minami Miyazaki Station
南宮崎駅

Kibana Station
木花駅

Kiyotake Station
清武駅

Miyazaki Ariport
宮崎空港

UOM
Kiyotake Campus

UOM
Kibana Campus

宮崎大学
清武キャンパス

宮崎大学
木花キャンパス

Fukuoka
福岡

Osaka
大阪

Nagoya
名古屋

Tokyo
東京

MIYAZAKI
宮崎

N

ロケーション

アクセス

KYUSHU
九州

Miyazaki
Prefecture
宮崎県

Miyazaki City
宮崎市
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学年歴

祝祭日

　宮崎県は九州の南東に位置しており、南京（中国）やサンデ
ィエゴ（アメリカ合衆国）と同じ緯度にあります。宮崎市は県の
東海岸にあります。宮崎市の人口は約40万人です。太平洋の
暖流のお陰で、宮崎は日本で最も暖かい場所の一つと言えま
す。冬は温暖で、めったに雪は降りません。また、宮崎には輝く
青い海と明るい陽光があります。温暖な気候と、多くのスポー
ツ施設があるため、毎年1月下旬から2月にかけてプロ野球や
Jリーグのスポーツキャンプで賑わいます。

新鮮な空気、青い海、まぶしい太陽

For more information please visit the following websites:

Miyazaki Prefecture　　　　　　　　　　　　http://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/foreign/

Miyazaki International Foundation　　　　　http://www.mif.or.jp/

Miyazaki City International Association　　　http://www.miyazaki-mcia.jp/

First Semester Begins

Entrance Ceremony

Summer Vacation

Second Semester Begins

Winter Vacation

Graduation Ceremony

Spring Vacation

前学期開始

入学式

夏季休業

後学期開始

冬季休業

卒業式

春季休業

New Year’s Day

Coming of Age Day

National Foundation Day

Vernal Equinox Day

Shōwa Day

Constitution Memorial Day

Greenery Day

Children’s Day

Marine Day

Mountain Day

Respect for the Aged Day

Autumnal Equinox Day

Health and Sports Day

Cultural Day

Labor Thanksgiving Day

Emperor’s Birthday

1月  1日

1月の第2月曜日

2月11日

3月21日

4月29日

5月  3日

5月  4日

5月  5日

7月の第3月曜日

8月11日

9月の第3月曜日

9月23日

10月の第2月曜日

11月  3日

11月23日

12月23日

January 1

2nd Monday in January

February 11

March 21

April 29

May 3

May 4

May 5

3rd Monday in July

August 11

3rd Monday in September

September 23

2nd Monday in October

November 3

November 23

December 23

元日

成人の日

建国記念の日

春分の日

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

海の日

山の日

敬老の日

秋分の日

体育の日

文化の日

勤労感謝の日

天皇誕生日

4月
　

8月

10月

12月

3月

April
　

August

October

December

March

国際連携センター発行／平成28年3月

宮崎紹介

Address :1-1 Gakuen Kibanadai-nishi, Miyazaki  889-2192 JAPAN
URL : http://www.of.miyazaki-u.ac.jp/̃kokusai/englishpage/index.html

〒889－2192　宮崎市学園木花台西1丁目1番地

宮崎大学 国際連携センター

Tel :+81-985-58-7104　　Fax :+81-985-58-7782
E-mail : kokusai@of.miyazaki-u.ac.jp




